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１．ＩＳＯ14001の認証取得による企業のメリットと公害防止活動に与える影響

社会的評価の向上

コスト削減

競争力強化

環境配慮意識の向上

地球環境に配慮した企業としての企業

イメージの向上

省資源、省エネルギー化の実現

保険契約等における優遇価格の適用

許認可手続き等での優遇処置

他社との差別化による市場シェア拡大

地域住民・社会との良好な関係維持

グリーン購入等への意識向上

環境影響に関する意識向上

世間への影響の大きい環境

破壊への意識が強化される

エネルギー使用量の減少は

公害防止にも効果的

企業に対して環境破壊（公

害等）の防止活動へのイン

センティブを強化させる

環境負荷低減への意識向上

は、公害防止へも直結する

企業のメリット 具体的メリット 公害防止への影響

ISO14001は、2006年４月末現在で20,500社が認証を取得しており、今後も増加傾向が見込

まれる。ISO14001は、環境破壊の抑制や公害防止活動全体のレベル向上に貢献している。

環境リスクマネジメント

体制の強化

審査、内部監査による牽制機能の強化

環境問題への迅速な対応、環境リスク

の事前回避

環境破壊防止のシステム化

と外部審査による標準化に

より社会全体の取り組みの

レベルアップに貢献する
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ISO14001規格

計 画
組織が関与または影響する環境側
面を特定し、法的要求事項や組織
の要求する事項を参照し、目的を
達成するための経過ウを策定する。

２．ISO14001規格と実務としての公害防止管理との関連

環境方針
トップマネジメントは、組織の環境
方針を定め文書化し、一般に効果
するとともに、方針を確実に実施
する体制を整備する。

実施及び運用
組織のリソースを確実に利用し、効
果的な環境マネジメントを実施する。
１．自主的取組への教育・訓練
２．対外コミュニケーションの実施
３．文書類の整備と運用記録保持
４．緊急事態への適切な対応

【公害防止管理の視点】

•本社、工場長、公害防止部門の役割
の明確化
•定期的なコンプライアンス教育
•統括者、管理者各層の双方向コミュニ
ケーション促進 など

【公害防止管理の視点】

•トップによる意志表示
•公害防止に必要な人員と
予算の確保
•取組状況の情報発信
•公害防止対策の計画策定

【公害防止管理の視点】

•実態把握のための体制の構築

•日常的な管理状況の定期的な
報告及び監査の実施

出典：ISO14001 2004環境マネジメントシステム（日本規格協会）

点 検
組織は環境影響を与えるカギとな
る活動を特定し定期的に点検する
1．法的要求に対する遵守評価
2．不適合の是正・予防措置
3．計画に基づく内部監査実施
4. 点検結果の経営層への報告

マネジメントレビュー
トップマネジメントは、継続的に環
境マネジメントシステムが適切で妥
当かつ有効であることを確実にす
るために、定期的にレビューを行っ
て改善に努める。

PlanPlan DoDo

CheckCheck【公害防止管理の視点】

•社長や他のトップマネジメ
ントによる現場トップの工場
長のモニタリングの実施

ActAct

ISO14001の各要素は公害防止管理活動をも網羅した幅広い
環境マネジメントシステムについて規定している。
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３．【論点】 では、なぜISO14001取得企業でも公害防止管理が機能しないのか

１．日本企業のISO14001は取得そのものが目的化しているため、実質的には機能し
ていない、または、機能させるインセンティブが乏しいのではないか

２．取引要件に指定されるなど自主的な活動ではなく、企業にとっては、どちらかと言

うと『やらされ感』が強いのではないか

３．ISO14001 の「取得」や「規定を守ること」に執着し、担当者をはじめ、環境管理に
対する本質的な理解が醸成されていないのではないか

４．経営トップがISO14001 システムを入れることで安心してしまって、本来のリー
ダーシップを発揮できていないのではないか

５．ISO14001の要件として、危機管理マニュアルは定められているものの、工場にお
いて公害防止問題が発生した場合に公害防止管理の趣旨に基づいた適切な対

応がなされるための具体的な体制・手続きが確立されていないのではないか

６． ISO14001で決めた目標や目的を守ることが担当者への強力なプレッシャーとな
り、本来の環境マネジメントの趣旨を踏まえた適切な対応を妨げているのではな

いか
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１．長期のリスクマネジメントとしてのCSR活動

社会構造の変容社会構造の変容 本業を通じたCSR活動へ本業を通じたCSR活動へ

社会を主体として捉えると・・社会を主体として捉えると・・ 企業を主体として捉えると・・企業を主体として捉えると・・

・戦略化

・体系化

・文書化

・戦略化

・体系化

・文書化

Ｒｉｓｋ（リスク）

Ｏopportunity（機会）

ダイバーシティー

公害、海上汚染等の環境破壊
省エネ・循環型社会への取り組み
環境経営、マネジメントの推進

ＮＧＯ

企業価値向上に向けた取組みへ

●短期利益から長期的利益へと視点の重点が移動

変わりゆく社会構造の中で

山積する社会問題に企業が

どう対応してくれるのかとい

う「社会からの期待」に応え

る企業の責任を言う。

ＣＳＲとはＣＳＲとは

企業のCSR活動は、

長期のﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄとして体現される

ＣＳＲからＣＲ（Corporate Responsibility）へ

社会の関心社会の関心 企業の関心企業の関心

環境

企業が具体的企業が具体的
アクションにアクションに
落とし込むと落とし込むと

（参考）（参考）
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問題点の把握
問題点の把握

改善の要求
改善の要求 アカウンタビリティの要請／

活動実態の評価

アカウンタビリティの要請／
活動実態の評価

課題の選定／
目標（指標）化

課題の選定／課題の選定／

目標（指標）化目標（指標）化

測定結果の
評価/課題の
洗い出し

測定結果の
評価/課題の
洗い出し

改善
改善

課題の把握
課題の把握

P D C A

CSR報告書における
情報開示の範囲

お客さま、取引先、社員、地域社会などのステークホルダー

企業

CSR
報告書

計画の実行・
パフォーマンス
の測定

計画の実行・計画の実行・
パフォーマンス
の測定の測定

開示
開示

ステークホルダーエンゲージメントステークホルダーエンゲージメントステークホルダーエンゲージメント

対話（ステークホルダーダイアログ）

CSRは、社会、つまり企業を取り巻くステークホルダーからの期待に応えることである。したがって、CSR態
勢においては、Plan、Do、Check、Act のPDCAのCSRマネジメント体制にステークホルダーとの対話を組
み入れ、ステークホルダーの期待を経営に取り入れること（ステークホルダーエンゲージメント）が重要にな
ります。CSRの起源が環境汚染に端を発していることもあり、公害防止におけるCSRのポイントは、社会の
ステークホルダーの期待を感じ取り、対応するための仕組みであると言えます。それは、下記のような
PDCAを機軸とする内部統制の構築を前提として達成が可能となる。

２．公害防止におけるキーとなるCSR

【CSRコミュニケーション】
CSR活動として実施してい
る内部統制活動等を社外
のステークホルダーに開示
し、双方向の対話を実現し、
更なる活動の向上が可能

公害防止を含むリスクマネ
ジメントを基礎とする内部統
制の構築が、ステークホル
ダーコミュニケーションを実
践するために必要不可欠

【CSRマネジメント体制】

CSRCSRのの22つの側面つの側面
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３．公害防止のキーとなる内部統制

内部環境

情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

円滑に行われるよう、情報の
伝達・共有化の仕組みが機能
し、また対外的にも必要な情
報の開示が適切におこなわれ
ている。

目標設定
・戦略
・オペレーション
・レポーティング
・コンプライアンス

目標設定
・戦略
・オペレーション
・レポーティング
・コンプライアンス

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

事象
認識

事象
認識

ﾘｽｸ
評価

ﾘｽｸ
評価

統制
活動

統制
活動

ﾘｽｸ
対応

ﾘｽｸ
対応：内部統制とERMで大きく異なる部分

目 標 設 定

事 象 識 別

リスク対応

リスク評価

統 制 活 動

情報と伝達

モニタリング

内 部 環 境

戦
略

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス

レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

組織の目標

n 内部統制システムを構築する場合、その主要な部分を共有しているリスク・マネジメ

ント・プロセスを実施することがポイントになる。公害防止管理についても同様であ

り、PDCAを基礎とするリスクマネジメントを包含する内部統制を構築することが求め

られる。

ERM固有の項目

• 内部環境（Internal Environment）

–公害防止に関する考え方を反映しリスク・コントロー
ル意識に影響

–公害防止 /業績/価値の関連付け、関連活動の統合、
目指すべきリスク文化形成、リスク欲の設定

• 目標設定（Objective Setting）

– ミッション→戦略目標策定、戦略明示、関連目標設定

• 事象識別（Event Identification）

– 「機会」と「リスク」の区別

• リスク評価（Risk Assessment）

• リスク対応（Risk Response）

–リスク許容度、コストｖｓベネフィット→受容、軽減、
移転、回避

– 「許容水準（最適レベル）」 を維持＞「許容水準」
以上のリスク低減努力

• 統制活動（Control Activities）

• 情報と伝達（Information and Communication）

• モニタリング（Monitoring）

COSO ERMのキューブ

PlanPlan

DoDo

CheckCheck

ActAct
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４．リスクマネジメントの導入による内部統制システムの構築

ビジョン・目的を実現するに当たって、
それを阻害する可能性のあるリスク要因
の現状を把握

事象認識

影
響
度

大

中

小

発生可能性

大中小

★★

★★

★★

★★
★★

★★
★★★★

★★

★★

★★

★★

★★★★

★★

認識した事象の優先対応リスクを整
理・現状評価し課題を精査

リスク評価
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情報セキュリティ対策ベンチマーク結果情報セキュリティ対策ベンチマーク結果

全体から見てレベルが低い分野

高水準レベルを下回った分野
判例：

0

1

2

3

4

5
情報セキュリティ管理規程

情報セキュリティ推進体制

情報資産の重要度分類

重要情報の業務工程ごとの安全対策

業務委託契約

従業者との契約

従業者への教育

第三者アクセス

建物や安全区画の物理的セキュリティ

情報機器の安全な設置

情報記憶媒体の適切な管理

実稼働環境の情報セキュリティ対策
システム運用におけるセキュリティ対策不正ソフトウェア対策

ソフトウェアの脆弱性対策

通信ネットワークの保護策

記憶媒体の紛失・盗難対策

情報システム開発時のセキュリティの考慮

ソフトウェアのセキュリティ管理

情報 （データ）へのアクセス制御

業務アプリケーションに対するアクセス制御

ネットワークのアクセス制御

情報システムの障害対策

情報セキュリティ事故対応手続き

事業継続への取り組みの実施

情報セキュリティ対策が喫緊の課題ではない層
相応のセキュリティレベルが望まれる層
高水準のセキュリティレベルが要求される層
貴社（2005/3/31現在）

【【課題課題11】】

【【課題課題22】】

【【課題課題33】】

【【課題課題44】】

【【課題課題55】】

【【課題課題66】】

【【課題課題77】】

【【課題課題88】】

【【課題課題99】】
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全体から見てレベルが低い分野

高水準レベルを下回った分野
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1

2

3

4

5
情報セキュリティ管理規程

情報セキュリティ推進体制

情報資産の重要度分類
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従業者との契約

従業者への教育

第三者アクセス

建物や安全区画の物理的セキュリティ

情報機器の安全な設置

情報記憶媒体の適切な管理
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システム運用におけるセキュリティ対策不正ソフトウェア対策

ソフトウェアの脆弱性対策

通信ネットワークの保護策

記憶媒体の紛失・盗難対策

情報システム開発時のセキュリティの考慮

ソフトウェアのセキュリティ管理

情報（データ）へのアクセス制御

業務アプリケーションに対するアクセス制御

ネットワークのアクセス制御

情報システムの障害対策

情報セキュリティ事故対応手続き

事業継続への取り組みの実施
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相応のセキュリティレベルが望まれる層
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【【課題課題11】】

【【課題課題22】】

【【課題課題33】】

【【課題課題44】】

【【課題課題55】】

【【課題課題66】】

【【課題課題77】】

【【課題課題88】】

【【課題課題99】】リスク対応

課題リスクに対するマネジメント態勢
を構築するために対応すべきマスター
プランが組織的に決定

統制活動

情報管理
ルール
ブック

コンプライ
アンス
遵守

マニュアル

業務継続
計画

グループ
会社管理

チェックシー
ト

マスタープランの対策における具体的な
方針や手続に従い、組織としてリスクマ
ネジメント態勢を構築

モニタリング

戦略目的に関連するリスクが識別され、
リスク許容限度に照らして評価されたう
えで、これらの対策が期待したとおりに
機能しているか監視され、問題点があれ
ば改善し、対応策の定着化を図る

内部監査 各部署自己評価

内部環境

情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

円滑に行われるよう、情報の
伝達・共有化の仕組みが機能
し、また対外的にも必要な情
報の開示を適切に行う。

目標設定
・戦略
・オペレーション
・レポーティング
・コンプライアンス

目標設定
・戦略

・オペレーション
・レポーティング
・コンプライアンス

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

事象
認識

事象
認識

ﾘｽｸ
評価

ﾘｽｸ
評価

統制
活動

統制
活動

ﾘｽｸ
対応

ﾘｽｸ
対応

ビジョン・目的を実現するに当たって、
それを阻害する可能性のあるリスク要因
の現状を把握

事象認識

影
響
度

大

中

小

発生可能性

大中小

★★

★★

★★

★★
★★

★★
★★★★

★★

★★

★★

★★

★★★★

★★

認識した事象の優先対応リスクを整
理・現状評価し課題を精査

リスク評価
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情報機器の安全な設置

情報記憶媒体の適切な管理

実稼働環境の情報セキュリティ対策
システム運用におけるセキュリティ対策不正ソフトウェア対策

ソフトウェアの脆弱性対策

通信ネットワークの保護策

記憶媒体の紛失・盗難対策

情報システム開発時のセキュリティの考慮

ソフトウェアのセキュリティ管理

情報 （データ）へのアクセス制御

業務アプリケーションに対するアクセス制御

ネットワークのアクセス制御

情報システムの障害対策

情報セキュリティ事故対応手続き

事業継続への取り組みの実施

情報セキュリティ対策が喫緊の課題ではない層
相応のセキュリティレベルが望まれる層
高水準のセキュリティレベルが要求される層
貴社（2005/3/31現在）

【【課題課題11】】

【【課題課題22】】

【【課題課題33】】

【【課題課題44】】

【【課題課題55】】

【【課題課題66】】

【【課題課題77】】

【【課題課題88】】

【【課題課題99】】
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情報セキュリティ対策ベンチマーク結果情報セキュリティ対策ベンチマーク結果

全体から見てレベルが低い分野

高水準レベルを下回った分野
判例：

0

1

2

3

4

5
情報セキュリティ管理規程

情報セキュリティ推進体制

情報資産の重要度分類

重要情報の業務工程ごとの安全対策

業務委託契約

従業者との契約

従業者への教育

第三者アクセス

建物や安全区画の物理的セキュリティ

情報機器の安全な設置

情報記憶媒体の適切な管理

実稼働環境の情報セキュリティ対策
システム運用におけるセキュリティ対策不正ソフトウェア対策

ソフトウェアの脆弱性対策

通信ネットワークの保護策

記憶媒体の紛失・盗難対策

情報システム開発時のセキュリティの考慮

ソフトウェアのセキュリティ管理

情報（データ）へのアクセス制御

業務アプリケーションに対するアクセス制御

ネットワークのアクセス制御

情報システムの障害対策

情報セキュリティ事故対応手続き

事業継続への取り組みの実施

情報セキュリティ対策が喫緊の課題ではない層
相応のセキュリティレベルが望まれる層
高水準のセキュリティレベルが要求される層
貴社（2005/3/31現在）

【【課題課題11】】

【【課題課題22】】

【【課題課題33】】

【【課題課題44】】

【【課題課題55】】

【【課題課題66】】

【【課題課題77】】

【【課題課題88】】

【【課題課題99】】リスク対応

課題リスクに対するマネジメント態勢
を構築するために対応すべきマスター
プランが組織的に決定

統制活動

情報管理
ルール
ブック

コンプライ
アンス
遵守

マニュアル

業務継続
計画

グループ
会社管理

チェックシー
ト

マスタープランの対策における具体的な
方針や手続に従い、組織としてリスクマ
ネジメント態勢を構築

モニタリング

戦略目的に関連するリスクが識別され、
リスク許容限度に照らして評価されたう
えで、これらの対策が期待したとおりに
機能しているか監視され、問題点があれ
ば改善し、対応策の定着化を図る

内部監査 各部署自己評価

ビジョン・目的を実現するに当たって、
それを阻害する可能性のあるリスク要因
の現状を把握

事象認識

影
響
度

大

中

小

発生可能性

大中小

★★

★★

★★

★★
★★

★★
★★★★

★★

★★

★★

★★

★★★★

★★

ビジョン・目的を実現するに当たって、
それを阻害する可能性のあるリスク要因
の現状を把握

事象認識

影
響
度

大

中

小

発生可能性

大中小

★★

★★

★★

★★
★★

★★
★★★★

★★

★★

★★

★★

★★★★

★★
影
響
度

大

中

小

発生可能性

大中小

★★

★★

★★

★★
★★

★★
★★★★

★★

★★

★★

★★

★★★★

★★

認識した事象の優先対応リスクを整
理・現状評価し課題を精査

リスク評価
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情報セキュリティ対策ベンチマーク結果情報セキュリティ対策ベンチマーク結果

全体から見てレベルが低い分野

高水準レベルを下回った分野
判例：

0

1

2

3

4

5
情報セキュリティ管理規程

情報セキュリティ推進体制

情報資産の重要度分類

重要情報の業務工程ごとの安全対策

業務委託契約

従業者との契約

従業者への教育

第三者アクセス

建物や安全区画の物理的セキュリティ

情報機器の安全な設置

情報記憶媒体の適切な管理

実稼働環境の情報セキュリティ対策
システム運用におけるセキュリティ対策不正ソフトウェア対策

ソフトウェアの脆弱性対策

通信ネットワークの保護策

記憶媒体の紛失・盗難対策

情報システム開発時のセキュリティの考慮

ソフトウェアのセキュリティ管理

情報 （データ）へのアクセス制御

業務アプリケーションに対するアクセス制御

ネットワークのアクセス制御

情報システムの障害対策

情報セキュリティ事故対応手続き

事業継続への取り組みの実施

情報セキュリティ対策が喫緊の課題ではない層
相応のセキュリティレベルが望まれる層
高水準のセキュリティレベルが要求される層
貴社（2005/3/31現在）

【【課題課題11】】

【【課題課題22】】

【【課題課題33】】

【【課題課題44】】

【【課題課題55】】

【【課題課題66】】

【【課題課題77】】

【【課題課題88】】

【【課題課題99】】
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情報セキュリティ対策ベンチマーク結果情報セキュリティ対策ベンチマーク結果

全体から見てレベルが低い分野

高水準レベルを下回った分野
判例：

0

1

2

3

4

5
情報セキュリティ管理規程

情報セキュリティ推進体制

情報資産の重要度分類

重要情報の業務工程ごとの安全対策

業務委託契約

従業者との契約

従業者への教育

第三者アクセス

建物や安全区画の物理的セキュリティ

情報機器の安全な設置

情報記憶媒体の適切な管理

実稼働環境の情報セキュリティ対策
システム運用におけるセキュリティ対策不正ソフトウェア対策

ソフトウェアの脆弱性対策

通信ネットワークの保護策

記憶媒体の紛失・盗難対策

情報システム開発時のセキュリティの考慮

ソフトウェアのセキュリティ管理

情報（データ）へのアクセス制御

業務アプリケーションに対するアクセス制御

ネットワークのアクセス制御

情報システムの障害対策

情報セキュリティ事故対応手続き

事業継続への取り組みの実施

情報セキュリティ対策が喫緊の課題ではない層
相応のセキュリティレベルが望まれる層
高水準のセキュリティレベルが要求される層
貴社（2005/3/31現在）

【【課題課題11】】

【【課題課題22】】

【【課題課題33】】

【【課題課題44】】

【【課題課題55】】

【【課題課題66】】

【【課題課題77】】

【【課題課題88】】

【【課題課題99】】

認識した事象の優先対応リスクを整
理・現状評価し課題を精査

リスク評価
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情報セキュリティ対策ベンチマーク結果情報セキュリティ対策ベンチマーク結果

全体から見てレベルが低い分野

高水準レベルを下回った分野
判例：

0

1

2

3

4

5
情報セキュリティ管理規程

情報セキュリティ推進体制

情報資産の重要度分類

重要情報の業務工程ごとの安全対策

業務委託契約

従業者との契約

従業者への教育

第三者アクセス

建物や安全区画の物理的セキュリティ

情報機器の安全な設置

情報記憶媒体の適切な管理

実稼働環境の情報セキュリティ対策
システム運用におけるセキュリティ対策不正ソフトウェア対策

ソフトウェアの脆弱性対策

通信ネットワークの保護策

記憶媒体の紛失・盗難対策

情報システム開発時のセキュリティの考慮

ソフトウェアのセキュリティ管理

情報 （データ）へのアクセス制御

業務アプリケーションに対するアクセス制御

ネットワークのアクセス制御

情報システムの障害対策

情報セキュリティ事故対応手続き

事業継続への取り組みの実施

情報セキュリティ対策が喫緊の課題ではない層
相応のセキュリティレベルが望まれる層
高水準のセキュリティレベルが要求される層
貴社（2005/3/31現在）

【【課題課題11】】

【【課題課題22】】

【【課題課題33】】

【【課題課題44】】

【【課題課題55】】

【【課題課題66】】

【【課題課題77】】

【【課題課題88】】

【【課題課題99】】
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情報セキュリティ対策ベンチマーク結果情報セキュリティ対策ベンチマーク結果

全体から見てレベルが低い分野

高水準レベルを下回った分野
判例：

0

1

2

3

4

5
情報セキュリティ管理規程

情報セキュリティ推進体制

情報資産の重要度分類

重要情報の業務工程ごとの安全対策

業務委託契約

従業者との契約

従業者への教育

第三者アクセス

建物や安全区画の物理的セキュリティ

情報機器の安全な設置

情報記憶媒体の適切な管理

実稼働環境の情報セキュリティ対策
システム運用におけるセキュリティ対策不正ソフトウェア対策

ソフトウェアの脆弱性対策

通信ネットワークの保護策

記憶媒体の紛失・盗難対策

情報システム開発時のセキュリティの考慮

ソフトウェアのセキュリティ管理

情報（データ）へのアクセス制御

業務アプリケーションに対するアクセス制御

ネットワークのアクセス制御

情報システムの障害対策

情報セキュリティ事故対応手続き

事業継続への取り組みの実施

情報セキュリティ対策が喫緊の課題ではない層
相応のセキュリティレベルが望まれる層
高水準のセキュリティレベルが要求される層
貴社（2005/3/31現在）

【【課題課題11】】

【【課題課題22】】

【【課題課題33】】

【【課題課題44】】

【【課題課題55】】

【【課題課題66】】

【【課題課題77】】

【【課題課題88】】

【【課題課題99】】リスク対応

課題リスクに対するマネジメント態勢
を構築するために対応すべきマスター
プランが組織的に決定

リスク対応リスク対応

課題リスクに対するマネジメント態勢
を構築するために対応すべきマスター
プランが組織的に決定

統制活動

情報管理
ルール
ブック

コンプライ
アンス
遵守

マニュアル

業務継続
計画

グループ
会社管理

チェックシー
ト

マスタープランの対策における具体的な
方針や手続に従い、組織としてリスクマ
ネジメント態勢を構築

統制活動

情報管理
ルール
ブック

コンプライ
アンス
遵守

マニュアル

業務継続
計画

グループ
会社管理

チェックシー
ト

情報管理
ルール
ブック

情報管理
ルール
ブック

コンプライ
アンス
遵守

マニュアル

コンプライ
アンス
遵守

マニュアル

業務継続
計画

業務継続
計画

グループ
会社管理

チェックシー
ト

グループ
会社管理

チェックシー
ト

マスタープランの対策における具体的な
方針や手続に従い、組織としてリスクマ
ネジメント態勢を構築

モニタリング

戦略目的に関連するリスクが識別され、
リスク許容限度に照らして評価されたう
えで、これらの対策が期待したとおりに
機能しているか監視され、問題点があれ
ば改善し、対応策の定着化を図る

内部監査 各部署自己評価

モニタリング

戦略目的に関連するリスクが識別され、
リスク許容限度に照らして評価されたう
えで、これらの対策が期待したとおりに
機能しているか監視され、問題点があれ
ば改善し、対応策の定着化を図る

内部監査内部監査 各部署自己評価各部署自己評価

内部環境

情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

円滑に行われるよう、情報の
伝達・共有化の仕組みが機能
し、また対外的にも必要な情
報の開示を適切に行う。

目標設定
・戦略
・オペレーション
・レポーティング
・コンプライアンス

目標設定
・戦略

・オペレーション
・レポーティング
・コンプライアンス

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

事象
認識

事象
認識

ﾘｽｸ
評価

ﾘｽｸ
評価

統制
活動

統制
活動

ﾘｽｸ
対応

ﾘｽｸ
対応

内部環境

情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

円滑に行われるよう、情報の
伝達・共有化の仕組みが機能
し、また対外的にも必要な情
報の開示を適切に行う。

目標設定
・戦略
・オペレーション
・レポーティング
・コンプライアンス

目標設定
・戦略

・オペレーション
・レポーティング
・コンプライアンス

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

事象
認識

事象
認識

ﾘｽｸ
評価

ﾘｽｸ
評価

統制
活動

統制
活動

ﾘｽｸ
対応

ﾘｽｸ
対応

公害防止だけではないが、環境管理全般においてこのPDCAを基礎とする内部統制の形を
提示しているのが、ISO14001である。詳細な内部統制の手続きは個々の企業で異なるが、
ISO14001と公害防止の内部統制を構築する前提となる考え方は同様の発想と考えます。
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５．公害防止管理における想定される内部統制のイメージ

情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

内部環境

情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

円滑に行われるよう、情報の
伝達・共有化の仕組みが機能
し、また対外的にも必要な情
報の開示が適切におこなわれ
ている。

目標設定
・戦略
・オペレーション
・レポーティング
・コンプライアンス

目標設定
・戦略
・オペレーション
・レポーティング
・コンプライアンス

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

事象
認識

事象
認識

ﾘｽｸ
評価

ﾘｽｸ
評価

統制
活動

統制
活動

ﾘｽｸ
対応

ﾘｽｸ
対応

（取り組みの初年度を想定）
国、自治体、業界団体の定める最低限国、自治体、業界団体の定める最低限
必要な公害規制を遵守する。必要な公害規制を遵守する。

①自社活動における環境破壊（公
害）活動の洗い出し
②上記①に関連する有害物質の数値
データ等の証拠資料の収集

③上記②の数値データ等と国、自
治体、団体等の各種規制の対比

④「規制に違反」「規制ぎりぎり」等の
基準によってリスクの高い活動
を特定する。

⑤規制違反リスクの高い（あるいは実
現している）ものから順に原因を分
析する

リスクの高い活動について、原因分リスクの高い活動について、原因分
析をもとに対応策を検討し、スケ析をもとに対応策を検討し、スケ
ジュール化する。ジュール化する。

公害防止のための、現場監視、公害防止のための、現場監視、
データ測定・集計・分析、報告等データ測定・集計・分析、報告等
の一連の活動の一連の活動。（既存リスク対
応計画に基づき修正する。）

効果的な内部統制を構築する際のポイント

①職務・権限分離（牽制が必要な業務の兼職禁止）、②担当者の独立性の確保、③適切な業務量の設定、④情

報収集、⑤教育体制の整備・運用、⑥トップのイニシアティブ、⑦即応性、⑧ノウハウの集積化（マニュアル化等）、

⑨明瞭な指示・規程・基準の設定、⑩現場におけるチェック機能の強化等

内部監査、外部監査、現場管理内部監査、外部監査、現場管理
部門による独立した統制活動の部門による独立した統制活動の
結果のチェック結果のチェック（経営への報告
を含む）

目標設定の見直し
（規制以上の自主的（規制以上の自主的
な活動の追加等な活動の追加等


